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1. 観測施設の日常点検 
 

 地下水位の手計観測や水圧式水位計等のデータの回収など日常管理の際に、

観測孔や観測機器、観測孔周辺について点検し、異常の有無を確認します。 

 

【解説】 

 地下水位の手計観測や水圧式水位計のデータの回収などの際には、通常、地下

水観測孔の設置場所で作業します。その際、手計観測や水圧式水位計・大気圧計

のデータの回収の前に、観測孔や観測機器、観測孔周辺を目視で点検し、異常が

ないかを確認します。主な点検対象と確認項目を表 2-1 と図 2-1 に示します。 

 また、手計水位計での測定の際に、孔壁の付着物や孔底が土砂堆積等で浅くな

っているなどの異常がわかる場合もあるので注意します（表 2-2、図 2-2）。 

 異常が確認された場合、土砂等の異物の除去など、軽微な作業で対応できるも

のは可能な限りその場で対応します。地下水位の観測に支障がある、あるいは、

今後その懸念がある場合は、調査や対策を行うことが重要です。 

 

表 2-1 観測施設※１の主な点検対象と確認項目※2 

点検対象 確認項目 

孔口・ハンドホール（地

下埋設型） 
破損、土砂等の異物の侵入、土砂による埋没 

保孔管（地表立ち上げ型） 地表からの立ち上がり部の破損 

地表水の流入 観測孔周辺からの水の流入 

観測機器の収納施設 破損、風雨の浸入 

観測機器 ・設置状況や動作の確認 

・電池やバッテリーの残量（電圧）の確認 

・水圧式水位計のセンサーの値と手計水位計の値と

の比較、過去の観測値との比較 

・水圧式水位計、大気圧計の設定値の確認（実際の

現場の状況との差異の有無） 

観測孔周辺 陥没、土塊の移動、土木工事 

 

表 2-2 地下水位の手計測定での主な注意事項 

作業項目 注意事項 

 

 

手計水位計 

の測定 

水位センサーを降ろす際に、孔内の引っ掛かりや、保孔管の内壁

への貼り付きがないか注意します。また、水位センサーを上げた

際に、孔内の付着物がついていないかにも注意します。 

これまでの地下水観測時に水位が確認できた深度より浅い位置で

水位センサーが孔底に到達した場合、孔底深度が土砂堆積等で浅

くなっている可能性があります。 
 

※１：この資料では観測井・観測孔、観測機器、観測孔周辺を観測施設と総称します。 

※２：目視点検を記録する際の整理様式例を「参考資料 第２章地下水位の観測 5.地下水

観測施設の記録」で紹介しています。  
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▽ 

【保孔管】 
地表からの
立ち上がり
部の破損 

【収納施設】破
損、風雨の浸入 

【観測機器】設置状況や動作の確認、電池・バ
ッテリーの残量(電圧)の確認、水圧式水位計の
センサーの値と手計水位計の値との比較、水圧
式水位計・大気圧計の設定値の確認 

【孔口・ハンドホール】
破損、土砂等の異物の侵
入、土砂による埋没 

【地表水の流入】
観測孔周辺からの
水の流入 

【観測孔周辺】
陥没、土塊の移
動、土木工事 
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水位計に付着
物が付いてい
る！ 

孔内に堆積
した土砂等 

孔底が浅くな
っている！ 

ストレーナーの
内側に広がった
付着物 

水位計の水位セ
ンサーに付いて
きた付着物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ・地表立ち上げ型        ・地下埋設型 

図 2-1 地下水観測施設の主な点検対象と確認項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 地下水位測定での主な注意事項 
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 ここでは主な障害事例として“孔底への土砂の堆積”、“ストレーナーの目詰まり・付

着物”を紹介しています。その他の障害事例については、「参考資料 第３章観測施設で

生じる障害事例」で紹介します。 
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▽ 

地表水と一緒に孔口 
から土砂が流入 

破損部からの
土砂の流入 

孔内の
堆積物 

ストレーナーの穴か
らの土砂の流入 

地表水と一緒に保孔管周
りの空隙から土砂が流入 

保孔管・ストレ
ーナーの破損部 

孔内の堆積物で地下水の
流れが悪くなり、正確な
地下水位の観測が困難 

ストレーナー 

1. 孔底への土砂の堆積 

 

 土砂が観測孔に流入して、孔底の堆積物がストレーナーまで到達すると、地

下水位の観測に支障が生じます。 

 

【解 説】 

(1)現象 

 地下水観測孔の孔口が開いていると地表水と一緒に土砂が孔内に流入する可能

性があります。また、保孔管やストレーナーの破損したところやストレーナーの

穴から地下水の流れと一緒に土砂が孔内に流入する可能性があります。観測孔の

孔底に土砂が堆積して徐々に埋まり、ストレーナー区間に到達すると、観測孔の

外と内で地下水の流れが悪くなり、正確な地下水位の観測が困難になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 観測孔への土砂の流入や孔底への堆積の模式図 

 

(2)孔底堆積物の主な流入経路 

 主な流入経路には次のようなものがあります。 

 

表 3-1 孔底堆積物の主な流入経路 

流入経路 現   象 

観測孔の孔

口・保孔管

周り 

降雨時に水と一緒に土砂が孔口や保孔管周りの空隙から入りま

す。孔口が低い地表立ち上げ型の観測孔や、孔口部の蓋が壊れて

いる地下埋設型の観測孔では注意します。 

ストレーナ

ーの開口部 

ストレーナーを覆うフィルターが破損、あるいは欠落している

と、開口部から土砂が観測孔内に流入します。 

保孔管の破

損部 

地中で保孔管の一部が破損し穴が開いていると、そこから土砂が

観測孔の中に流入します。 
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孔底深度の測定用機器の先端です。柔

らかい孔底堆積物中に自重で沈んだ範

囲に泥が付着しています。 

 孔内カメラによる地下水面下の状況で

す。ストレーナーの丸穴から砂が流入

し、孔底（写真奥）に落下しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

孔内カメラによる観測孔の孔底です。左側の写真では灰色の堆積物の上に、やや大き

な粒径を含む砂状の堆積物が点在しています。右側では孔底に堆積する白色のスライ

ムが確認できます。 

 

図 3-2 孔底堆積物（例） 

 

 

 

 

 

 

 

孔底堆積物の中に

沈んだ範囲 

泥で埋まった

観測孔の台座 

数字は孔口

からの深度 

ストレーナーの
丸穴 

丸穴から
入った砂 

数字は孔口

からの深度 

孔底に堆積した
灰色の堆積物の
上に点在する砂 

数字は孔口

からの深度 

孔底に堆積した
白色のスライム 
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地下水位 

付着物等で目詰まりした 
ストレーナーやフィルター 観測孔の外と中の 

地下水位に差が 
生じる 

観測孔の外と中の 
地下水の行き来が 

少なくなる 

保孔管 
(無孔管) 

2. ストレーナーの目詰まり・付着物 

 

 観測孔に発生する障害として、ストレーナーの目詰まりや観測孔内の付着物

などがあります。ストレーナーの開口部がふさがると、正確な地下水位の観測

が困難になります。地下水位の測定作業の際に、機器に付着物が付いていない

か注意することが重要です。 

 

【解 説】 

(1)現象 

 ストレーナーは保孔管に丸孔やスリットなどの開口部を設け、観測孔の外と中

で地下水が行き来できるようにしたものです。またストレーナーの周りには、砂

の流入を防ぐためにフィルターを巻いている場合があります。ストレーナーの開

口穴やストレーナーの周りに巻いたフィルターが付着物や土粒子などの物質によ

ってふさがると、観測孔の外と中の地下水の行き来が少なくなります。その結果、

周辺の地下水位と比べて、観測孔の中の水位が異なる高さ（深さ）になったり、

水位の変動幅が小さくなったりして、正確な地下水位の観測が困難になります。 

 観測孔内の付着物は、軽く触れただけで剥離する場合もありますので、地下水

位の測定の際、引き上げた機器に付着物が付いていないか注意することが重要で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3 ストレーナーの目詰まりによる障害の模式図 
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保孔管の内壁に
発生した赤サビ 

ストレーナー
に発生したサ
ビと思われる
付着物 

数字は孔口

からの深度 

数字は孔口

からの深度 

(2)主な目詰まり物質・付着物 

 主なものとして、次のものが挙げられます。これらの物質が保孔管の壁面に付

着したり、ストレーナーの開口部をふさいだりすることによって目詰まりが生じ

ます。 

表 3-2 主な目詰まり物質・付着物と閉塞状況 

物 質 閉 塞 状 況 

細粒な土粒子 地下水の流動に伴って移動する砂や粘土の粒子が、ストレー

ナーの開口部をふさぐものです。 

腐   食 鋼材をストレーナーに用いている場合、発生したサビ(錆)が開

口部をふさぐ可能性があります。 

バクテリア 鉄バクテリアなどの細菌類が増殖し、粘性のある付着物とし

てストレーナーを覆うものです。 

溶存成分の析出 地下水中に溶けているカルシウムなどの物質が析出し、固形

物としてストレーナーを覆うものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付着物がストレーナーの丸穴だけでな

く、ストレーナーの内面全体を覆って

います。丸穴からはみ出た付着物が管

内に向かって盛り上がっています。 

 左写真の下部の状況です。付着物は少

なくなり、丸穴の一部が閉塞していま

す。 

図 3-4 ストレーナーの付着物（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

孔内カメラによる観測井の保孔管内壁の状況です。左の写真は赤サビで

す。右はストレーナーの位置の写真ですが、サビと思われる付着物が覆

っているため開口穴は確認できません。 

図 3-5 サビの状況（例） 

ストレーナーの
丸穴とその周り
を覆う付着物 

ストレーナーの
丸穴の一部を塞
ぐ付着物 

数字は孔口

からの深度 

数字は孔口

からの深度 



手引き 第３章 地下水観測施設の障害の事例 

13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観測孔内から引き上げた孔内カメラで

す。鉄バクテリアと鉄バクテリアの生

成物（水酸化鉄）が混合したものが付着

しています。鉄バクテリアは鉄を含む

機器や地下水中の鉄等を媒介にして増

殖します。 

 左の写真とは異なる観測孔での孔内カ

メラによる画像です。乳白色の鉄バク

テリアの塊が孔内を浮遊しています。 

図 3-6 付着物の鉄バクテリア（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

孔内カメラによる観測井の中の状況で

す。付着物が内壁から盛り上がってい

ます。鉄バクテリアや地層由来と思わ

れる鉱物も確認されています。 

 左の写真と同じ観測井から採取した地

下水に含まれていた固形物です。砂質

シルトのほかに、赤褐色の水酸化鉄と

思われる粒子が含まれています。 

図 3-7 付着物（例） 

 

 

数字は孔口

からの深度 

内壁から盛り上がっている付着物 

付着物 

 

孔内を浮遊する鉄
バクテリアの塊 

数字は孔口

からの深度 




